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Engagement Groups

サミットの議論を実りあるものにするために各セクターから提言を行う公式の場。
通常、議長国の代表（首相・大統領など）と面会し、提言書を手渡す。

ビジネス 市民社会 労働

科学者 シンクタンク 女性 ユース（若者）
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エンゲージメント・グループ
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過去のC20サミット

2013年
プーチン露大統領との対話

2014年
アボット豪首相との対話

2016年
ヤン・ジエチー中国国務委員の出席

2017年
メルケル独首相との対話

2018年
マクリ・アルゼンチン大統領の出席

2015年
ユルマズ・トルコ副首相の出席



2018年6月 8月 11月/ 12 月 2019年2月 4月 6月

・サミット半年前
イベント開催
・アルゼンチン
G20サミット参加

2/18-19
C20対面準備会合
開催（東京）

4/21-23 C20開催（東京）
＋

「東京デモクラシー・

フォーラム」開催

6/25-26
「G20市民サミット」

開催（大阪）

6/28-29 G20首脳会合
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C20関連スケジュール

プラットフォーム
設立記念シンポ
開催（東京）

アルゼンチン
C20参加



2019 G20サミット市民社会プラットフォーム
設立記念シンポジウム開催

（2018年6月19日、参議院議員会館）

55

●挨拶：外務省 外務審議官（経済） 山崎和之氏（当時：G20シェルパ）
●基調講演：CIVICUS ダニー・スリスカンダラヤ 事務局長
●ワークショップ開催：大阪G20サミットに向けた市民社会からの提言を議論



「サミット半年前：全員集合シンポジウム」開催
（2018年11月19日、第二衆議院議員会館）

富田浩司
（G20シェルパ）

三輪敦子
(C20 Co-chair)

岩附由香
(C20 Chair)

66



全てのエンゲージメント・グループが参加

T20

B20

L20 S20 W20 Y20 C20
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アルゼンチンC20からの引き継ぎ式を開催
（2018年12月3日、ブエノスアイレス）
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1. 反腐敗（Anti-Corruption）

2. 国際財政の制度（International Financial Architecture System）

3. 教育・雇用・包摂（Education, Employment and Inclusion）

4. 環境・気候・エネルギー（Environment, Climate and Energy）

5. ジェンダー（Gender）

6. インフラと投資（Infrastructure and Investment）

7. 国際保健（Global Health）

8. 地域から世界へ（Local2Global）
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世界中の市民社会600人以上が作成に関与



2019年 C20でのワーキンググループ
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１ 反腐敗
２ 国際金融構造
３ 教育
４ 労働・ビジネス・人権
５ 環境
６ ジェンダー
７ インフラ
８ 貿易・投資
９ 国際保健
10 地域から世界へ



2019年 C20に向けて

1
2

フェミニストで行こう。

3

会議の場に来られない人の声を聞き、アカウン
タビリティを発揮しよう。

持続可能で平和で豊かな未来へのパッションを
発信しよう。
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G20/C20とSDGs
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「2030アジェンダ（SDGs）を実施するためには、G20は少数の
人々のためではなく、すべての人にとって機能する経済成長を追求
する必要があります。これは、2018年のG20議長国首脳が述べたよ
うに、これらの政策の中心に人々を置くことを意味します。政策づ
くりに取り組む人々は、誰ひとり取り残さない、包摂的な成長を追
求する必要があるのです。」
「C20政策提言書（2018）」より

G20に出席するリーダー（首脳）は、政権が変われば変わる。それ
により、政策が変わることもある。

でも、SDGsは、2030年までに達成すべき世界の目標であり、政権
交代に左右されない。

世界の目標なので、当然、G20の目標でもある。



⚫政策提言書をG20サミット議長（内閣総理大臣）に手渡す。

⚫WGで扱うテーマや関連する重要テーマについて全体会および
分科会を開催し、市民社会としての議論を深める。

⚫次回の議長国（サウジアラビア）市民社会への引き継ぎ。

日程：2019年4月21日（日）～23日（火）
場所：東京都内
人数：200名以上
招聘：アジア・アフリカ諸国などから30名程度
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C20サミットの開催



目的
2019年6月に開催されるG20大阪サミットに向けて、市民社会の声が反映され、
2030アジェンダが掲げる「誰ひとり取り残さない社会」の実現にG20が貢献
できるよう議長国である日本政府を含むG20各国政府に働きかけること。

設立日 2018年6月19日

共同代表
岩附由香（特定非営利活動法人 ACE 代表）
三輪敦子（一般財団法人アジア・太平洋人権情報センター所長）

国際委員会 若林秀樹（JANIC事務局長）

幹事団体
アジア・太平洋人権情報センター、SDGs市民社会ネットワーク、大阪ボランティア協会、
「環境・持続社会」研究センター（JACSES）、関西NGO協議会、気候ネットワーク、
国際協力NGOセンター（JANIC）、東海市民社会ネットワーク、日本NPOセンター

参加団体 47団体（2018年12月現在）

共同事務局

一般社団法人 SDGs市民社会ネットワーク（SDGsジャパン）
office [@] sdgs-japan.net

特定非営利活動法人国際協力NGOセンター（JANIC）
janic-advocacy [@] janic.org

URL http://www.civil-20.jp/
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2019 G20サミット
市民社会プラットフォーム

http://www.civil-20.jp/


2019 G20サミット
市民社会

プラットフォーム

47団体が参加！
（2018年12月現在）

http://www.civil-20.jp/#join-us
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http://www.civil-20.jp/%23join-us


お気軽にお問い合わせください。

2019 G20サミット市民社会プラットフォーム
http://www.civil-20.jp/

【共同事務局】

一般社団法人 SDGs市民社会ネットワーク（SDGsジャパン）
office [@] sdgs-japan.net

特定非営利活動法人国際協力NGOセンター（JANIC）
janic-advocacy [@] janic.org

http://www.civil-20.jp/

